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報告要旨報告要旨報告要旨報告要旨    

中国では毎年自然災害が多発し、農業生産に甚大な被害をもたらしている。農業災害補償制度はその

ような自然災害（リスク）による収益変動を緩和し農業経営の安定に資する制度であり、多くの先進諸

国では古くから整備されている。世界銀行は 1998年から、いくつかの発展途上国に農業保険指数プロジ

ェクトを試行している。 

2004年以前には、中国において農業災害保険制度が確立されなくて、農業保険の発展も立ち遅れてい

る。2004年から、中国政府は 9つかの省、自治区、直轄市に次々と農業保険の試行プロジェクトを行っ

ている。2007年に、中央財政は初めて農業保険掛け金の補助に 21.5億元を出した。その後、試行プロジ

ェクトが 16つの省、自治区、直轄市に拡大されて、中央財政の補助も年々増加している。政府支持の下

で、試行プロジェクトに保険対象の作物種類が増加していて、徴収した保険掛金の総額も増加している。 

本研究は、今、試行している農業保険プロジェクトの 4 つの経営モデルを分析している上に、各モデ

ルの実施方法や、試行制度、その長所と短所などを明らかにする。さらに、その課題を明らかにして、

試行プロジェクトを一層充実させるために検討する。 
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長谷部：急速に保険の加入が伸びているようだが、小額保険が 2009 年に 871 万人加入であるが、どの

位の加入率になるのか。 

タンボウニ：小額保険は全国的には行われず、浙江省に小額保険がある。小額保険の加入率は、調査し

ていない。 

長谷部：全戸加入が課題であれば、加入率を高くすることが前提であろう。政府の補助の根拠が加入率

であれば、共保体の建前は民間経営だから、ある程度高くする必要があるのではないか。 

タンボウニ：政府補助があるのは、農業災害だけで、小額保険に補助はない。今、試行プロジェクトの

加入率は、私が知る限り、浙江省が全国で一番高く、82.2％（2009年）である。他地区の加入率は、こ

れから調査する。 

冬木：1958年段階で、農業保険業務が中止された理由は何か。 

タンボウニ：人民公社化のためである。 

冬木：責任制推進で保険業務が必要になったからか。 

タンボウニ：そうである。 

冬木：今中国は、アメリカ、カナダに似ている。日本の制度は完全に公的共済である。市場経済を導入

しているが、社会主義経済を標榜している以上、建前上からもモデルとして日本の方が適しているので

はないか。日本の制度と比較してみてはどうか。        

タンボウニ：黒蘢江省の経営モデルは、日本に似ている。今、試行地域に農業保険は、農家が自主に加

入して、強制加入はないです。 

八木：保険共保体という 4つ目のモデルはどうゆうものなのか。 

タンボウニ：共保体は普通の商業保険会社の連合である。政府と共保体がリスクを分担する。例えば、

今年の補償金が収入の 2～3倍なら、共保体が 1/2、政府が 1/2と、共にリスクを分担する。 

長谷部：最終的に何を研究するのか。 

タンボウニ：今、概要を明らかにした。色々な問題が有り、その課題を勉強し、最終的にひとつの課題

に着目して考える。    

 


